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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

日本の干潟は主に戦後の食糧難の時代から高度経済

成長期にかけて干拓や港湾施設等の建設により埋め立

てられ，その約 40%が消失したといわれている．八代

海においても江戸時代以前から干拓が行われ，現在ま

でに約 8,000ha の干潟が消失している．そのため，多

くの動植物の生息・生育場が消失したと懸念されてい

るが，干潟に生育する塩生植物も生育場を失い，多く

が絶滅危惧種に指定されている．塩生植物は生物生息

場形成，水質浄化，底質浄化，地球温暖化防止，景観

形成といった，重要な役割を果たしていると考えられ

る．しかし，八代海に現存する塩生植物の種類と分布，

その生育特性すら明らかとなっていない． 

そこで本研究では，八代海における塩生植物の分布

と生育環境を明らかにすることを目的として，生育し

ている塩生植物群落の現況把握を行い，生育条件につ

いて調査した結果を報告する． 

2.2.2.2. 塩生植物塩生植物塩生植物塩生植物のののの現存状況現存状況現存状況現存状況    

 2011 年 11 月に八代海沿岸の現地踏査を行い，塩生

植物群落の現存状況を調べた．八代海沿岸域における

塩生植物群落の主な現存地を図図図図----1111 に示す．図図図図----1111 中、a

の出水市名護港内奥の湿地には砂礫質の干潟が存在し，

ハママツナ，ホソバノハマアカザが確認された．米ノ

津港から水俣市津奈木に至るまでの海岸線には干潟が

存在するものの塩生植物は確認されなかった．これは

崖あるいは堤防が海岸線である場所が多いためと考え

られる．b の南川河口部には砂泥質の干潟が続いてお

り，ホソバノハマアカザ，ハマサジが確認された．こ

の地点の干潟は堤防の前面に存在しているが，波浪等

の外力の影響を受けにくいため塩生植物が生育してい

ると考えられる．c の八代新港横の入江には砂礫質の

干潟が存在し，ハママツナ，ホソバノハマアカザが確

認された．d の氷川両岸および中州には砂泥質の干潟

が広範囲にわたって続いており，フクドの大群落が確

認された．また，この地点にはヨシも広範囲にわたり

繁茂していた．e の氷川河口部においても砂泥質の干

潟が存在し，ハママツナ，ホソバノハマアカザ，フク

ドが確認された．f の宇城市大野川と浅川の合流部付近

には泥～砂泥質の干潟が存在し，ホソバノハマアカザ，

フクドが確認された．宇城市不知火町から三角町に至

る海岸線の多くは堤防となっているが，外力の影響を

受けにくいと考えられる g,h,i,j の 4 地点において，ハ

ママツナ，ホソバノハマアカザ，ハマサジ，フクドが

確認された．k の宇城市戸馳島においては堤防前面に

砂礫質の干潟が存在し，ハママツナ，ホソバノハマア

カザ，ハマサジ，フクドが確認された．上天草市大矢

野町の海岸には砂礫質の干潟が存在し，l,m,n,o,p の 5

地点においてハママツナ，ホソバノハマアカザ，ハマ

サジが確認された．q の上天草市松島町合津には砂礫

質の干潟が存在し，ハママツナ，ハマサジが確認され

た．この地点は塩生植物が確認された海岸のうち，唯

一の自然海岸であった． 

図図図図----1  1  1  1  塩生植物塩生植物塩生植物塩生植物のののの主主主主なななな現存位置図現存位置図現存位置図現存位置図    

 



 

3.3.3.3. 塩生植物塩生植物塩生植物塩生植物のののの特徴特徴特徴特徴とととと生育生育生育生育条件条件条件条件    

塩生植物とは，満潮時に定期的に海水につかる場所

に生育し，他の植物が生育できない塩分環境で生育で

きる，特有の生態特性を有する植物のことである． 

八代海ではハママツナ，ホソバノハマアカザ，ハマ

サジ，フクド，ナガミノオニシバ，シオクグの計 6 種

が今回の調査で確認された． 

表表表表----１１１１に 2011 年の調査で現存が確認された塩生植物

の特徴を示す．塩生植物にはハママツナなどの 1 年草，

ハマサジなどの 2 年草，シオクグなどの多年草があり，

1 年草や 2 年草は種子によって繁殖し，多年草は地下

茎を発達させて繁殖する．塩生植物の生育には，地盤

高，風・波といった外力，粒度組成，EC といった底質

などが大きく影響していると考えられる．また，現存

が確認された塩生植物のうち，ハマサジが環境省 RDB

（2000）および熊本県 RL（2004）により絶滅危惧種に，

ホソバノハマアカザ，フクド，ナガミノオニシバ，シ

オクグの 4 種が熊本県 RL（2004）により絶滅危惧種に

指定されている． 

4.4.4.4. 地盤高地盤高地盤高地盤高によるによるによるによる塩生植物塩生植物塩生植物塩生植物のののの生育生育生育生育条件条件条件条件    

地盤高による塩生植物の生育条件を把握するために，

塩生植物が確認された全 25 地点で地盤高調査を実施

した．全地点の地盤高に整合性を持たせるために，GPS

により基準点を設定し，レベル，標尺等の測量機器を

使用して，塩生植物生育地の地盤高を T.P 値として取

得した．なお，対象とした塩生植物はハママツナ，ホ

ソバノハマアカザ，ハマサジ，フクドの 4 種である． 

塩生植物生育地の地盤高より，塩生植物種別の生育

比高を図図図図----2222 にまとめた．なお，比高は八代港の H.W.L

の値と生育地盤高との差である．ハママツナは-1.17～

0.94m，ホソバノハマアカザは-1.05～0.63m，ハマサジ

は-1.87～0.48m，フクドは-2.16～0.62m の範囲で生息し

ていることが分かった．これらの結果より，ハママツ

ナ，ホソバノハマアカザはハマサジ，フクドよりも，

潮上帯に近い場に生育することが分かった．特にホソ

バノハマアカザは生育している最低比高値が 4 種の内，

最も高い-1.05ｍであった． 

5.5.5.5. おわりにおわりにおわりにおわりに    

八代海沿岸域に現存する塩生植物を対象に，現存状

況と生育条件の調査を行った結果，波浪等の外力の影

響を受けにくい場にハママツナ，ホソバノハマアカザ，

ハマサジ，フクドが生育していることが分かった．ま 

た，4 種の塩生植物において生育比高範囲が異なるこ

とが明らかとなった． 

今後，比高以外にも底質や外力が生育に影響を与え

ていると考えられため，今後はそれらの要因別の生育

条件についても検討していく． 
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表表表表----1  1  1  1  塩生植物塩生植物塩生植物塩生植物のののの特徴特徴特徴特徴

2））））
    

 科名科名科名科名 種名種名種名種名 種類種類種類種類 花期花期花期花期 草丈草丈草丈草丈 (cm(cm(cm(cm）））） 自生地底質自生地底質自生地底質自生地底質 自生地分布自生地分布自生地分布自生地分布 絶滅危惧種指定絶滅危惧種指定絶滅危惧種指定絶滅危惧種指定

アカザアカザアカザアカザ科科科科

ハママツナハママツナハママツナハママツナ 1年草年草年草年草 9～～～～10月月月月 20～～～～ 60 砂礫質砂礫質砂礫質砂礫質

本州本州本州本州（（（（宮城県宮城県宮城県宮城県））））

四国四国四国四国・・・・九州九州九州九州・・・・沖縄沖縄沖縄沖縄

無無無無

ホソバノハマアカザホソバノハマアカザホソバノハマアカザホソバノハマアカザ 1年草年草年草年草 9～～～～11月月月月 40～～～～ 60 砂礫質砂礫質砂礫質砂礫質 北海道北海道北海道北海道からからからから九州九州九州九州 準絶滅危惧種準絶滅危惧種準絶滅危惧種準絶滅危惧種（（（（熊本県熊本県熊本県熊本県RL））））

イソマツイソマツイソマツイソマツ科科科科 ハマサジハマサジハマサジハマサジ 2年草年草年草年草 9～～～～11月月月月 30～～～～ 60 砂礫質砂礫質砂礫質砂礫質

本州本州本州本州（（（（三陸海岸以南三陸海岸以南三陸海岸以南三陸海岸以南のののの太平洋太平洋太平洋太平洋

側側側側））））・・・・四国四国四国四国・・・・九州九州九州九州

絶滅危惧種絶滅危惧種絶滅危惧種絶滅危惧種（（（（環境省環境省環境省環境省RDB、、、、

熊本県熊本県熊本県熊本県RL））））

キクキクキクキク科科科科 フクドフクドフクドフクド 2年草年草年草年草 9～～～～11月月月月 40～～～～ 60 砂礫質砂礫質砂礫質砂礫質 九州九州九州九州 準絶滅危惧種準絶滅危惧種準絶滅危惧種準絶滅危惧種（（（（熊本県熊本県熊本県熊本県RL））））

イネイネイネイネ科科科科 ナガミノオニシバナガミノオニシバナガミノオニシバナガミノオニシバ 多年草多年草多年草多年草 6～～～～ 8月月月月 10～～～～ 20 砂礫質砂礫質砂礫質砂礫質 本州本州本州本州（（（（関東以西関東以西関東以西関東以西））））からからからから九州九州九州九州 準絶滅危惧種準絶滅危惧種準絶滅危惧種準絶滅危惧種（（（（熊本県熊本県熊本県熊本県RL））））

カヤツリグサカヤツリグサカヤツリグサカヤツリグサ科科科科 シオクグシオクグシオクグシオクグ 多年草多年草多年草多年草 4～～～～ 7月月月月 30～～～～ 50 砂泥質砂泥質砂泥質砂泥質 北海道北海道北海道北海道からからからから沖縄沖縄沖縄沖縄 準絶滅危惧種準絶滅危惧種準絶滅危惧種準絶滅危惧種（（（（熊本県熊本県熊本県熊本県RL））））

図図図図----2222    植物種別植物種別植物種別植物種別のののの生育比高生育比高生育比高生育比高    
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